
第５４７号２０１６年（平成２８年）４月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修 （昭和44年10月14日第３種郵便物認可）（13） 石巻専修大学

硬式野球部

亀井　　駿（古川学園高・理工）内野手

阿部　健人（北越高・経営）外野手

荒木丈太郎（桐生第一高・経営）外野手

粟屋　　麗（加茂暁星高・経営）内野手

石井　竜助（光南高・経営）内野手

伊藤　信弥（米沢中央高・経営）内野手

太田　貴己（日本文理高・経営）内野手

大友　健史（柴田高・経営）外野手

折山　稔将（静岡大成高・経営）内野手

門屋　龍征（聖和学園高・経営）外野手

川綱　壽晃（会津農林高・経営）投手 河野　佑太（聖和学園高・経営）外野手

菅野　一樹（聖和学園高・経営）投手

菅野　大樹（柴田高・経営）内野手

小泉　武也（万代高・経営）内野手

佐藤　康輔（古川学園高・経営）投手

澤内　夏希（仙台工業高・経営）内野手

篠澤　健人（涌谷高・経営）捕手

杉山　　諒（米沢中央高・経営）外野手

高野　大貴（一関学院高・経営）内野手

髙橋　直輝（泉松陵高・経営）外野手

丹波　朋也（仙台商業高・経営）投手

千葉　克己（大東高・経営）外野手

千葉　浩太（泉松陵高・経営）投手

中野　大成（柴田高・経営）内野手

羽賀　和也（松商学園高・経営）投手

選抜高校大会出場

引地　　亮（涌谷高・経営）内野手

南　　瑞樹（開志学園高・経営）捕手

南舘　　憲（柴田高・経営）投手

矢口　　颯（山形城北高・経営）外野手

山田　茂和（仙台城南高・経営）外野手

吉田　　翔（聖和学園高・経営）内野手

弓道部

大澤　慶太（盛岡誠桜高・理工）

坂本　麻衣（角館高・経営）

佐々木　颯（岩出山高・経営）

女子競走部

西島　百香（韮山高・理工）

3000ｍ9分50秒19

庄司　琴美（聖和学園高・経営）

800ｍ2分19秒05

指定サークルに入部した37人を紹介する。有望新人の活躍に注目し

てほしい。＊氏名に続き、出身高校、学部、ポジション・種目・階

級、主な戦績の順。戦績は特筆すべきものだけ記載

指 定

サークル 有望新人37人を紹介

　
大
ヒ
ッ
ト
し
た
サ
バ
だ
し

ラ
ー
メ
ン
を
は
じ
め
、
食
文

化
で
石
巻
市
飯
野
川
地
区
の

活
性
化
に
取
り
組
む
経
営
学

部
・
石
原
ゼ
ミ
（
指
導
・
石

原
慎
士
教
授
）
が
３
月
10
〜

13
日
、
東
京
都
内
の
ス
ー
パ

ー
２
店
舗
で
新
メ
ニ
ュ
ー

「
ど
ぶ
漬
け
唐
揚
げ
」
の
試

験
販
売
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。

　
甘
辛
い
タ
レ
に
ど
っ
ぷ
り

と
漬
け
込
み
、
中
ま
で
味
を

染
み
込
ま
せ
る
の
が
「
ど
ぶ

漬
け
」。
飯
野
川
地
区
で
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
生
産
が
普
及

し
た
１
９
６
０
年
代
か
ら
、

甘
み
を
効
か
せ
た
甘
辛
い
鶏

の
唐
揚
げ
が
特
別
な
日
の
定

番
料
理
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン

で
行
列
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
飯
野
川
商
店
街
飲
食
店

の
新
た
な
名
物
に
し
た
い
、

と
ゼ
ミ
生
は
意
気
込
む
。

　
試
験
販
売
は
石
巻
市
内
の

道
の
駅
「
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
郷
」
に
続

き
２
回
目
。
今
回
は
石
原
ゼ

ミ
が
提
供
し
た
レ
シ
ピ
を
も

と
に
、
専
大
Ｏ
Ｂ
が
経
営
す

る
ス
ー
パ
ー
「
サ
カ
ガ
ミ
」

の
駒
込
店
（
豊
島
区
）
と
清

瀬
店
（
清
瀬
市
）
が
調
理
を

担
当
。
鶏
む
ね
肉
と
も
も

肉
、
宮
城
県
産
銀
鮭
の
唐
揚

げ
（
い
ず
れ
も
１
０
０
㌘
１

９
８
円
）
を
、
ゼ
ミ
長
の
伊

藤
大
亮
さ
ん
（
経
営
４
、
宮

城
県
仙
台
育
英
高
）
ら
２
〜

４
年
次
の
ゼ
ミ
生
６
人
が

「
大
学
生
が
開
発
し
た
石
巻

の
唐
揚
げ
で
す
」
と
試
食
を

勧
め
な
が
ら
販
売
し
た
。

　
ふ
っ
く
ら
黄
金
色
の
唐
揚

げ
は
「
肉
が
軟
ら
か
い
」「
衣

ま
で
甘
み
が
あ
る
」
と
試
食

し
た
客
の
ほ
と
ん
ど
が
購
入

す
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し

た
。
４
日
間
の
総
販
売
量
は

鶏
む
ね
肉
89
㌔
、
も
も
肉
16

㌔
、
銀
鮭
19
㌔
と
連
日
ほ
ぼ

完
売
。「
冷
め
て
も
お
い
し

か
っ
た
」
と
翌
日
ま
た
買
い

に
来
る
客
も
い
て
、
ゼ
ミ
生

を
喜
ば
せ
た
。

　
成
功
の
要
因
は
、
関
東
の

客
の
舌
に
合
う
よ
う
に
タ
レ

を
調
合
し
た
こ
と
。
地
元
本

来
の
味
付
け
は
甘
み
が
か
な

り
強
い
た
め
、
今
回
は
砂
糖

で
は
な
く
み
り
ん
を
使
用
。

地
元
や
県
内
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
地
域
に
合
っ
た
味
を

模
索
し
た
。
具
材
の
切
り
方

や
漬
け
込
み
時
間
、
揚
げ
時

間
や
油
の
温
度
を
試
行
錯
誤

し
、
昨
年
12
月
に
は
唐
揚
げ

で
売
り
出
し
中
の
大
分
県
中

津
市
や
宇
佐
市
の
専
門
店
を

〝
視
察
〞
す
る
な
ど
研
究
に

余
念
が
な
い
。

　
手
ご
た
え
を
得
た
伊
藤
さ

ん
は
「
今
年
度
中
に
飯
野
川

の
食
堂
で
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た

い
」
と
笑
顔
。
指
導
す
る
石

原
教
授
は
「
宮
城
県
は
養
殖

銀
鮭
の
出
荷
量
が
日
本
一
。

国
産
銀
鮭
の
お
い
し
さ
や
安

全
性
も
Ｐ
Ｒ
し
て
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
復
旧
し
た
水
産

加
工
場
の
稼
働
率
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。

　
南
東
北
大
学
野
球
春
季
リ

ー
グ
戦
が
４
月
９
日
に
開
幕

し
た
。
硬
式
野
球
部
は
第
１

週
を
終
え
、
惜
し
く
も
１
勝

１
敗
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。

　
リ
ー
グ
戦
は
６
チ
ー
ム
に

よ
る
２
試
合
総
当
た
り
制

で
、
最
も
勝
率
の
高
い
チ
ー

ム
が
優
勝
と
な
る
。
硬
式
野

球
部
は
昨
秋
、
リ
ー
グ
戦
を

同
率
１
位
で
終
え
た
が
、
優

勝
決
定
戦
に
敗
れ
２
位
。
雪

辱
を
誓
い
、今
季
に
臨
ん
だ
。

　
日
本
大
学
工
学
部
と
の
開

幕
戦
は
、
押
野
弘
嗣
さ
ん

（
経
営
２
・
山
形
県
天
童

高
）・
佐
藤
大
和
さ
ん
（
経

営
３
・
山
形
県
米
沢
中
央

高
）
の
両
投
手
が
踏
ん
張

り
、
２
失
点
に
抑
え
る
も
打

線
が
つ
な
が
ら
ず
、
０
｜
２

で
惜
敗
し
た
。

　
し
か
し
続
く
第
２
戦
目

は
、
先
発
し
た
ル
ー
キ
ー
の

菅
野
一
樹
さ
ん
（
経
営
１
・

宮
城
県
聖
和
学
園
高
）
の
好

投
も
あ
り
、
７
回
を
０
封
。

打
線
も
終
盤
に
つ
な
が
り
を

見
せ
、
小
野
侑
宏
さ
ん
（
経

営
３
・
宮
城
県
聖
和
学
園

高
）
の
２
安
打
２
打
点
の
活

躍
な
ど
も
あ
り
、
６
｜
１
で

快
勝
し
た
。

【
今
後
の
日
程
】

▽
第
３
週
・
東
北
公
益
文
科

大
学
戦
（
４
月
23
・
24
日
、

福
島
県
楢
葉
町
・
Ｙ
＆
Ｍ
な

ら
は
ス
タ
ジ
ア
ム
）
▽
第
４

週
・
山
形
大
学
戦
（
４
月
30

日
・
５
月
１
日
、
石
巻
市
・

河
南
中
央
公
園
野
球
場
）
▽

第
５
週
・
東
日
本
国
際
大
学

戦
（
５
月
７
・
８
日
、
福
島

県
郡
山
市
・
開
成
山
野
球
場
）

■

■

石原ゼミ・新メニュー どぶ漬け唐揚げ

試験販売好調 新名物に

南
東
北
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
開
幕

惜
し
く
も
１
勝
１
敗

▲　活躍した小野さん

◀
　
見
た
目
に
も
香
ば
し
い
鶏

む
ね
肉
と
銀
鮭
の
「
ど
ぶ

漬
け
唐
揚
げ
」

▲　ＰＲに販売にアンケート依頼にと大忙しの石原ゼミ生

＝３月10日、東京・豊島区のサカガミ駒込店で

望
月
、内
田
氏

名
誉
教
授
に

　
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
た

望
月
勝
美
元
理
工
学
部
教

授
（
在
職
27
年
）、
内
田
滿

元
経
営
学
部
教
授
（
在
職
27

年
）
の
２
人
に
名
誉
教
授
の

称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

　
４
月
４
日
、
本
学
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
授
与
式
で

は
、
尾
池
守
学
長
か
ら
称
号

記
が
手
渡
さ
れ
、
尾
池
学
長

と
日
髙
義
博
理
事
長
か
ら
こ

れ
ま
で
の
多
大
な
貢
献
に
対

し
、
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ

た
。

　
本
学
の
名
誉
教
授
号
授
与

者
は
20
人
と
な
っ
た
。

　
大
学
進
学
を
控
え
て
い
る
受
験
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
保
護
者
の
た
め
の

進
学
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
〜
保
護
者
視
点
の
大
学
選
び
」
を
開
催
す
る
。
入
学
試
験
に

向
け
た
心
構
え
や
入
学
準
備
の
費
用
、
奨
学
金
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
視
点
で

解
説
。ま
た
、学
業
成
績
が
優
秀
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
で
本
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
受
験
生
に
授
業
料
の
半
額
相
当
額
を
４
年
間
に
わ
た
っ
て
免
除
す
る
新

た
な
奨
学
生
制
度「
進
学
サ
ポ
ー
ト
奨
学
生
」に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

▽
日
時

４
月
24
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所

石
巻
専
修
大
学
２
号

館
２
１
０
１
教
室
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
演
「
大
学
進
学
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
の
８
ケ

月
｜
受
験
生
の
親
と
し
て
」
／
個
別
相
談
な
ど

保
護
者
向
け
進
学
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア

２
人
に
学
会
表
彰

　
３
月
に
理
工
学
部
を
卒
業

し
た
阿
部
真
樹
さ
ん
（
機
械

工
学
科
）
と
、
久
保
匠
平
さ

ん
（
情
報
電
子
工
学
科
）
の

２
人
が
学
外
の
専
門
学
会
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
日
本
機
械

学
会
畠
山
賞
」
を
、
久
保
さ

ん
は
「
日
本
金
属
学
会
・
日

本
鉄
鋼
協
会
奨
学
賞
」
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
。

　
両
賞
は
、
人
格
・
学
業
の

面
で
優
れ
た
学
生
を
顕
彰
す

る
も
の
で
、
卒
業
に
際
し
て

授
与
さ
れ
る
。

　
２
人
に
は
３
月
20
日
の
学

位
記
授
与
式
終
了
後
、
各
学

科
主
任
か
ら
賞
状
と
副
賞
が

手
渡
さ
れ
た
。

▲　西島百香 ▲　庄司琴美

▶
　
羽
賀
和
也

▶
　
菅
野
一
樹

阿部真樹さん久保匠平さん




